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◎推薦のことば

藤田佳久（愛知大学名誉教授・地理学）
（愛知大学東亜同文書院大学記念センター）

　東亜同文書院（のち大学）は、1901 年日本の学校とし
て中国上海の地に設立されて半世紀、敗戦の年に閉学し
たが、その教育活動は、帰国した教員と学生を中心に、
ほかの外地からの引揚げ学生や教員も加えて 1946 年に設
立された愛知大学（旧制）に継承されている。東亜同文
書院の設立目的は、日清間の貿易を発展させ、列強にも
対抗できる国際的ビジネスマンの養成にあった。著者の
石田卓生氏は「満洲国」文学を研究する中で対象者が東
亜同文書院出身であったことから関心を持ったという。
　本書は、観念論ではなく、実証論として、その前半は、
ユニークな歴史を持つ書院について、人物史からの視点も

ふまえて丁寧に論じつつ、新たな知見も示し、各論的な論
述を展開した。後半では、戦前日本の高等教育機関で唯一、
中国語を第一外国語として教育したその教育システムの解
明に挑戦し、それぞれ成果を挙げた大著である。
　中国語教育担当者たちが、前身の日清貿易研究所時代
の中国語教育を前提としつつ、書院生の「大旅行」にも
使える実用会話を含めて、書院独自の教材開発を進め、
中国語テキスト『華語萃編』を作り上げていったその変
遷過程を、統計的クラスター分析も用いて明らかにし、
また、従来の中国語教育では未開であった語学としての
中国語文法確立への試行を進めていたことも明らかにし
た。その上で書院の中国語教育を日本の中国語教育の中
に位置づけようとしている。
　今、書院への関心が高まりつつある。まだ十分には知
られていない書院、そして近代日中関係史の世界をこの
書からのぞいてみませんか。
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